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研究分野

学位

学歴

経歴

所属学会（役職）

【2015年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1 共著
保健医療福祉科学；
5:P.31-38

山本英子、平野裕
子、井上和久、新井
恵

2016.3

（３）学会発表

1 共著
日本歯科衛生学会第10
回学術大会、札幌市

○新井恵、高久悟 2015.9

2 共著
第6回日本歯科衛生教
育学会学術大会、横須
賀市

○新井恵、秋山恭子 2015.12

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2015.5～2015.8

2 2015.10～2015.12

3 2015.11

（２）演習

1 2015.4～2015.7

2 2015.10～2015.12

3 2015.5～2015.8

4 2015.10～2015.12

四年制歯科衛生士養成課程における死
生観教育導入の試み

口腔疾患予防学

口腔健康教育論Ⅱ

歯周病予防処置法Ⅱ

歯周病予防処置法Ⅰ

競争的資金等の名称

該当なし

歯周病予防処置法Ⅲ

齲蝕予防処置法

歯周病予防処置法Ⅰで修得した知識および技術を基盤に、学生相
互実習を通して歯周病予防処置に関する能力を深められるよう指導
を行った。

齲蝕の成り立ちや予防方法、検査法の講義と、フッ化物歯面塗布
法、う蝕活動性試験、小窩裂溝填塞法の実習を行い、総合的に理解
できるよう努めた。

身近な模擬患者を対象としたスケーリング等の歯周病予防処置を実
施し、様々な年齢の口腔内を観察して、歯周病予防処置法の知識と
技術を総合的に実践できるよう授業を行った。

科学的根拠に基づき個人または集団を対象としたヘルスプロモー
ションの実践ができるよう、グループワークを多く取り入れて授業を
行った。

小児や障がい者、高齢者へに仕上げ磨きの講義を行った。実際に小
児と児童に対する仕上げ磨きのビデオを上映し、理解が深まるよう
努めた。

該当なし

口腔保健学

修士（リハビリテーション）

1994年埼玉県立衛生短期大学歯科衛生学科（現埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科口腔保
健科学専攻）、2004年放送大学教養学部、2009年筑波大学大学院教育研究科カウンセリング専攻リハビリ
テーションコース

2000年埼玉県立大学短期大学部歯科衛生学科（現埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科口腔
保健科学専攻）助手、2006年埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科口腔保健科学専攻助教、
2013年埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科口腔保健科学専攻講師

日本歯科衛生学会、日本歯科衛生教育学会、日本口腔衛生学会、日本公衆性衛生学会、日本歯周病学
会、日本口腔ケア学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

保健医療福祉系大学学生における規範
意識とそれに影響する要因

保育所におけるう蝕予防のための歯磨き
実施状況と課題

該当なし

ファントーム模型上での歯周病予防処置法の実習を通し、専門的知
識の習得と関連する技術を修得できるよう授業を行った。

口腔保健科学概論
歯科衛生士としての心構えや4年間で学ぶ内容、臨床の場での活躍
の様子について講義や事例を活用して授業を行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）



5 2015.5～2015.7

6 2015.10～2016.1

7 2015.10～2016.1

8 2015.12～2016.2

9 2015.11

10 2015.8～2015.9

（３）実習

1 2015.10～2016.1

2 2015.10～2016.1

3 2015.4～2015.7

4 2015.4～～2015.7

（４）論文指導

1 2015.4～2016.1

（５）その他

1

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
株式会社フロム
ページ　後援 文部
科学省

2015.7

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2015.4～現在

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

５．学内運営（委員会委員）

1

2

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

臨地・臨床実習Ⅲ

チーム歯科医療学Ⅰ

口腔健康教育実践論Ⅱ

口腔保健科学実践特論

口腔健康教育実践論Ⅰ

口腔保健科学特講

臨地・臨床実習Ⅱ

医学部付属病院、リハビリテーションセンター、口腔保健センター実
習のカンファレンスで実習指導を行った。

臨地・臨床実習Ⅰ 臨地臨床・実習のオリエンテーションで実習前指導を行った。

卒業研究 担当学生4名

学童期における口腔健康教育の要領を学ぶとともに、実際に地域内
において歯科保健指導の実践能力を身につけられるよう指導した。

障害者施設での口腔保健教育の実践能力を修得できるよう、講義と
グループでの演習を取り入れ授業を行った。

歯科衛生実践能力として4年間学んできた知識・技術・態度を再確認
し、対象者に応じた歯科衛生業務を行う能力を養ため、事例検討や
グループワークを取り入れた授業を行った。

歯科企業や歯科関連学会の協力を得て、歯科衛生士として必要とな
る基礎知識の整理および卒後に向けてのすぐに必要となる知識をま
とめる授業を行った。

感染予防のための医療安全に対する考え方を理解し実践できるよ
う、ビデオ教材を活用し授業を行った。

歯科大学病院実習のカンファレンスで実習指導を行った。

特別支援学校準備や臨地・臨床実習のカンファレンスで実習指導を
行った。

臨地・臨床実習Ⅳ

学生支援委員会　委員

該当なし

該当なし

ヒューマンケア体験実習
保健・医療・福祉の実践現場での実習で、援助を必要とする人々・保
健医療福祉に携わる人々・グループメンバーなどとの連携が円滑に
行えるよう指導した。

就職対策部会　委員

該当なし

全国大学歯科衛生士教育協議会 理事、教育・研究委員会副委員長

夢ナビライブ2015 講義ライブ「口の中から健康を考えよう！」

該当なし

該当なし


